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( 1 ) 日 本 ユ ネス コ国内委 員会 自然科

学小委員 会海洋分科会

第 4 9 回 会議

同時 昭 和 48年 9月 20日 (木 )

1 4 0 C    1 7 0 0

場所 仁 ′問 lt F会付英国クランック室

議事概安

1 経 過章R告

事 1/F崎■ ら女つ報告があった。

(1)ノ 連のCSK観 損け船 タマンす弓が 3月

22日 か ら26日 まで東京港に年を t_た。

(21 大 和!|口Ⅲ太 (気 象庁れ洋気象キじ調査百)

“ IOC戦 景に任命さⅢ、 10月 16コ

也任する。

11)CSK国 際調者グルーア会議第 10会

議 つ母催iCついてレン″下―ルヘ昭会し

ていたが、開催てきない旨連絡 (9月 12

日付 旨信 )力tあった。従 ‐て 1975年

四小において同会議を開催する必要から

る。

(Ⅲ 海 拝汚染問題連絡官つ指名依頼をCS

Kノ ンパ 10か 国にせIJしていたか、こ

れまでに回答かあったのはベ トナム、 イ

ンドネンア、連合L国 (香を )の 3か 国

である。

2 1 0 CIIl際 海洋資ff交換作業部会第 7」

会議について

7月 9国 ～ 13日 、ニュー ヨークつ国連

本部で開催 =れ た標記会議に出席した二谷

海洋資料 tン ター所長から、同氏作成の会

議出席双告誉 `基 づさ報告があった。

な方、次回会議は 1975年 、 ロ
ーヤ●

FAOで 開 ttされる予定てある。

また、この第 7回 会議についてF_詳綱な

報告はれ洋食ド1交換国内連絡会第 4国 会議

て行なわれることになった。

3 1 0 C右 会浅 8国会妄支び執クト車1手会常

3 1 D l会議について

11月 2四 - 1 7 H、 メリ●ユネス■

ハウスに■いて騨4ど予定●標占F全姦F)イ!処

方針について検討 し'。 大妥はよrl通りで

ある。

11 派 遣代表|」Ⅲ常成につい モ:菅掠村 i

孝liⅢⅢっ、現在 IOCい 仕事か非常に多

くなっているため、 4名 以 L′,人員によ

り代表卜Hを構成することが希宰され、現

在菅原妻査委虫、と司大大'B氏 (れ LIメ

安庁水路部参手P‐IⅢ!予定■れてtハるか、

皮に関係ttF関に十いて客力●うナ_決定す

ア〕ことにt【,た。

セ1 10C会 長立候補●支持について各調

査委員Ⅲ らき見か■ギヤコた.

4 10C特 別拠出金に'い て

事務局か ',、 IOCれ キ学特号じ事業r)■

出特ちJ事業 として、卓潮れ域れlf千1■Ⅲ】t

進 t/たらに 5カ トル●特,J拠J金 ●予算空

求ltついて説明から り、 F承 それた。

5 国 際海洋探合 10年 計画 (lDOE)|`

■,い‐〔

IOC事 落月から菅原調杏委員に昭会 ■

うった本件![つい rは、可調査宏畳,1ら次

,■ うに国各すえ,こととなった。

(1l IDOEア ロジェクトltついて,と、 ロ

オ〔学術会議れ洋学特別委員会 (物 1,、化

学、■を物 十に,い てそれを■t技寸及Jま

とめ方を努力している。

(2)米 国●ブロジェクト(Geosccs並

びにNO rPax)へ 日本が各痢する件14

ついて|す考慮中てある。

131 オ  ス トラリア● IDOEフ ロジャク

トヘ日本から公式十t参 加よしていとt 。ヽ

6   1tttr1lmenta↓ion C allbratiOn and

R e P a i rについて

IO C事 務!コ; | らヽR t t  f ,ち. i本 件 ( F

趨、海た預1定t S /器つ日篤 り減」定kひ 修理 )

について世、現在日本にす米国つ ′ンスト

ルメンテーション セ ンター● 【うな砲波

内国

/



■としヽつて、ロイ(つれ,■1叢1代/一 方
一に違

格 して、日ホlt■いて製作されたもつ及ユ

|ち犯可能t戦 政類■)修理について|な、 メ
ー

カーを組介すえ用意がある旨回答すること

とな った,

7 S hiPboard ilainingに 増すイナ'1会1/び

T rainitt projects in marin●sc tcncc

and rclatcd sui)3CCtS I=増する0メ ント

it  t ,いて

ェ|[らな)| [ H■|十関係つ研修ブ・シェク

トモ埋す■町41rあ るt',て、一括 して検:i

l:■■,こ Ⅲ lク'は」合についてLOTCA

て Fi施■lt lいる冶|十鉱物資源、冷岸漁業、

イj十考千!ⅢP在、よ洋技術、水と'「究等の研

修■ ス に■'( モヽ、■_l北海道大学で行な

う十i十 Ⅲ十と環境戸「ヤテヤースについて、宮

巧(ギIttチナiⅢ↓枚Ⅲ=と いるこ■にな,11。

さ 古 1陣 真尚アクアナ地域海十■■字門家←議

、, ‖t 常工 , いて

]2 111ヽ 6 、 岳4r十 tハモ引せさ

|え】枠‐i工|ま t→ 'どr、 エネスコ史南アツ

r地取「!年手々すi' rヽ)愉人食荏て,rt常 `、

モキ :力 tt・
ナ1-`ェ茂氏 'これ 'こ■教,十

f出 t ti'い に「1、首吹J母査季虫Ⅲ すッ、母

上【'白 十イ経費■ひ悼呂ど食妄●詳細に関 して

|■ri i ,こと|`を ,■.

発 5 0国 会議

JⅢ  J日, t 4 8年 1 0弓 l l日 (ホ )

1 4 0 0 - 1 7 o o

,方  女 部名第 2特 ,J会議ミ

義手11■

l TI L=1告

アイ|■,、CSKれ 洋ん染間頓違々菅 ,

氏と!Ⅲ見‖!■ちウ、こ,!うな民1畳申国■軟tよ

1■1玉と士っ■青Ⅲ古町■ら報告,tち.)■,

・tと、■ f食料 とンター占阿氏■ ',次“

報十■tう―,iⅢ ll 1 0C事務ち,珂や第 427

' 5 をt . ‐r  i ) とャ′―I J 1  0 C コ行比

文書保管センタ
ーとして、昭和 48年 6月

分からIOCコ 1行物■び文書●特丹し配布を

受け、 リファレンス ポ イントとしての機

能を呆す よう依頼された。("れ洋資料交換

国内連絡会が、 9月 2S日 、水路常じで輛催

さ力た。

2 10C結 会第 8回 会議及び執n ft事会第

3同会議について

11月 2口 から17口 亡て、パリのユネ

スコ庁合において開催される標記会議につ

いて次のとあ`り審議 した。

(1)は 本代表団つ構成をま席代表 菅 原健

国内テ員会辞合安員、代表 竹 内能忠巨

Fs委員会調査委員、唯司大大F5海上保安

「十水脇吉B多事官、 r`野敏行交京大年海汗

軒代所教授、及びアドネィザー 寺田
―を

新日鉄顧問め 5名 とする。

121 10C,堵 t動 わうち、我が国として

「1、GIPNE、  IDOE及 ひ CSK等 ■)ブ

Ⅲクラム|)討義について積極的に対処す

る。

ⅢⅢ lヽ長●選挙 tついてli、印1会長 (4名)

(つ鶴代と,/,|ねヽ合いで考える。更に IO

C主 要国とt協芸■うえしかるべ (対処

均
=る
。

(41 我本国とし■、管原鋼交チ員の剣会長

毎任t辞 主すえ,か、必ず執行J!学会のメ

ンネ_国 に,=,よ う努力す Z,。

(5)10C徳 会会議食 十ヽ六着のため、対処

方針は今週中に関係者“)打合せ会を開い

てまとめる。

3 第 5回東南アンア地域海洋学専門家会議

へつ参加者について

12月 4日から6ヨ きで香港において開

催される悼記会議へは、元田茂氏 (東海大

学教授 う並びに堀越増興氏 (東京大学海洋

研究所助教授 |か参」|する。

第 5 1 回 会議



/

日時 H P 」千 4 9 生1 月1 4 口( 月)

1400へ 17o(〕

場所 文 部名第 5格 !け会議と

議事4pl露

1  4【‖1章P十!

事務,|す っ、'〔子と津波筈軒組織国際調

整 グル
ーフ相 4い 会議 ■ 1974年 2月 4

日-7日 、 二 i一 , ラ ント“,ウエ リント

ンで日催されるとをア,、我Ⅲ□ ちヽ ')気象庁

木広地享十課長■t出席 |た,こと、 ■ ■昭和 49

年旺予算に■ヤ ィヽ 1布祥■持引事業拠|1往|

として 3万 ドル1拠 ltすること,,内ヽ定 |ャ上

こと等を報告 し■.

2 10C絡 会第 8国 会議 立び執行P!事会現

3同 =i議につt、て

こⅢ ll豪t卜J常li帯 'ギ 'F妻お■ す)、

日1布資■|、lrに司季賞!,1アフストラクトに

よる IFt夕■'4決 詠 ■うち特 th本 t関

係深い |,イナ̀!,学■ |↓ ■ [出 席=P告幸に基

う と次の報告から _た 。

(11 竹4に 先立 )て、執行理事会社 3口 会

議が行なわ,Ⅲ■。

(2 4資 菊 8F唯 表け、こⅢ竹イ=に,,1 1

10C加 盟区が 761ヽ_fu t車|ャ、 |イ IⅢ

I,68か 国並かに匡連関係機関Ⅲ代表■

出席!ャて開催 ■抑た。

(3)絡 会|よ、機構 kJ財 政、科学,「千動、海

洋サービス事業予●に教育訓様相互援助

の 4つ っセッシ ョン コ ヽテ ィーに分■

れて審議 を行とい、 10C● 事業計両Fう

現状及ひ将来活動に関する36つ 決議を

全体会議にといて渓jF I十,

141 委員会う新役員について、竹会 よ新会

長に D r Hunphrey(オ  ス トラリア )

を選出 |ン、我が国■弓1続こ執行I畏事会=J

メンタ`一に選出さ'1た。

七十、特|[我ヤ(国として、 CIPME t

P_3する干細言1画●準情促進 //び第 2回国

際調整イル ア 会議弾怪アヽ●努力を求め

る決議、第 10回 CSK国 際調整グ'し‐

ブ会妄●開忙とをとに本いてCsKの 将

来活動●詳細を取 L↓するベモことつrt譲、

IGOSS f,現|★■ひ今後●活動 (1974

～ 1976Ⅲ !|モ奨ltつとヽ=r決 議、4

=汚 染i='リ ング ′tイロットフⅢン

【 ク トF)淳t妄、 1■ jtt TEMA t T raini町Ⅲ

Education alld Mutual ASsis,ance l、

ASl r` S(A qua↓ic S tiences and F isil

eries l nfomatiOn Sys↓●m)技 ひ信王

■金等つ事業活動に関する率義結果 `注

吉十・tとことが1隣告された。

た十、こ11)結会 1出 F■1上 竹内 Ⅲ■!

ヤ軍手、■「1■,各氏か r,そヵィャ1はJ■ t士

(,ラ,!||ぅ

3  筑 5同 真崎アシア地域海に学車Ⅲ!よ4 1義

|と ,,、ヤて

1973年 12局 」H～ 6日 、TFr倦て写

イrさ |た とすi公議に li席した城越1常典京京

末■れキ宇究所1功教授ウキ,、「J!【キ,■ 、ti

山茂東毎大学教好 ,作成に 1る t情報告に

基→と、こ●会議に十いてキ議さ,ti々 南

アンア各医に十けるdfF洋諸手1学研■■lH状、

海岸諾ll学研究 Lで す)可|,■援助、市ひに

束南ア'ア lb域 ,今後f)三宰[R担として伊|
't者 "ト レ ‐ ,/″■ひc oastal proccss―

es手 |てういて報告から.十を。

4 梅 洋環境 rl修コ ス について

■ヽねて■侑中Ⅲこr,5,修J― スに=,いて、

竹内調査季良か す)、本年 7ヽ 3月北海道大

学水千学部 (序F宙 )て卓亀することかな定

したこと、昭布 48年 12月 にこィ)研修 コ

ース●講師打合!会 を碑幌した旨報告イ(あ

,た。

( 2 ) 海 洋 資 料 交 換 国 内 連 絡 会

第 4 回 会議

□寺 昭オ, 4 8 年 9 月 2 5 図 ( 火 )

1 4 0 0 - 1 7 o o

場所 海 上保安庁水蕗部第 4会義壇



水路部任司参手官の実拶に続いて、 こ谷

海■資料tン タ
ー所長が摩長 となり議事が

進わられた。

議事拡安

1 図 除海岸資■1交換作業書b会縄 7同 会議イ)

出席報告に■'いて

7月 9日 章13□ 、ニ ュ ヨ
ークリ国連

本部て開催された IOCの 禄記会議に日本

代表として出席 した海岸資料tン イ
ー所長

より、そつ会議“,議題●主なもり、即 ち下

記つ転垣に■'いてイ'幕義批要が報告ボカた。

2    AdoPtion of Agenda

3 2  1nforndtion concernine ratiOn_
alization oF the Commissionsts
Subsldiarv Bodies

51 ROSCOP

5 2  Format standclrdizatlon

5 3  Geologicalttgeophysical data
nanュ gement

5 4  Biological dattI

5 6  ヽ Vdve data as mcasured by
instrunontCa methods

5 7  DecLarcd national ProeraD■ meS

5 8  NatiOnal coOrdinators nDr
internatiOna1 0cectnogrdPhic

Data Exchange

5 9  Manual on lntcrilatiOna1 0cec111-
ograPhic Data Exchange

Marinc PollutiOn data

lntornatiOnal Lxl)crincnts and

Co― oPerative lnvcstigations

G L P 4ヽ E _ R e l a t e d  a c t i v i t i c s  o f

をオ、二合海岸資料センタ
ー所長は、今

回ご)会議つ結合的な感智を次のとおり述べ

li。

li FOrm■ tについて進歩が見られたこと。

(新 しい タイブ及び各種のグイプのため

,新 といForma↓ つ試作によるそれの統

一 7ヽ)動とが活発である。 )

(2 海 江汚染をはじめ多くの種目での自録

作成や問合せ システムヘの期待が大きい

こと。

13)本 作業部会への他つ朝体やプロシ・ク

トヘのかかわり合いかますとす増大 しつ

つうること。

(4 開 発途 上国に対する援助″、一 ドの拡大。

15)国 際海洋資料交換の国内調整官の役害」

を各種目になけヽて拡大するよう強調され

十モ。

(0 生 物、地質、波浪など、デ タ 交換種

同考指 速に増大しつつあること。

キ0状 況にあり、これに対処するために!よ、

■か国力海岸資■ltン ターも急速に拡充す

る必要があると鳴感 した。

2 海 洋資料tン タ
ーにおける海岸汚染デー

グ及びその情報の収集並ひに処す■について

二谷海洋食料センター所長 より本件を手

議することとなった経得の説明があり、続

いて同センター小森氏rA海洋汚染テ
ータの

国際文秋の動向、米国における海岸汚染テ

ータの交換についての考察及び我が国にお

ける海洋汚染調査つ概要を説明したのち、

今後の海洋資料センタ
ーrl対処策として、

(1)収集の対象とすべと海岸汚染調査 、(2)収

集すべさデータ及び情報の内容を述べた。

討議の結果、本件については約 1か 月ltt

に海岸汚染調査担当官によるグル
ーブ会議

(付記参照 )を開いて、東に主として技術

拘つもを行なうことになったj

3 そ  の  他

IGOSSに 参加して実施された BT観 測

に伴 うBATHY Mcssage Log(Mail)の

送付については、致うて海洋資料 tン グ
ー

)
5 10

5 11

6 3
S C O R

6 4  1 G O S S ( P o l l u t i o n  r c l a t c d  a c―
t i v i t i e  s )

7 1  卜Aanuat sll l(30SS data archiv_
ing and exchallse

7 2  1C(Dヽ S Pilst l)ro'CCi FOr the
c。1lectlon, cxchfinge and cvalu―

atiolぅ of batllsrthermoerて、Ph data

, と  Airi sCa intertJctisII

3    Ed、 lcatisn and training

9    Arrangenlcnts ttr iliternritiondl
OceanseraPlliC Data Lxchallgc

l l    N e x t  s e s s i o n



かf,え吾で依頼することにt,■ ぅ        場 所 塩 作半々十H↓f今 大会ま午

付 ||

/FJ I■姿
‐l交換国内j=絡会第 4回 会議■決   ま 亭r.T呼

iCと うて汚梁資料グルーブ第 1回 会議 i、  (本 全譲 )

瑠■1ls年 12月 5□ (k114o,～     l 要 今■" =i年 1■れ |ギ安 十;は史
1600、 よ路部増 4会転=て 哨催■力■.                   勺 野  ■
(イ ル ア リータ ーi度 辺海洋汚染調HF=   2 昭 ■ 48年 く北海区れⅢこ到杢発表

兵 Ⅲ義手tl多11女 ■十ljけて ,t.       3 HlrP 4 7年 ■1ヒれ区 ■■合焼刊 1 )| エヽ

義亭慨空                   4 +奇 Ⅲ■発表
1 海 拝考染' 一夕k,そ F)席様!Ⅲ海|と合 キヽ    111 ■ 海沿特 tち すえ)時酸七「とい撃ャだ1岳
センター‐、■X付 対象ナす':翻抑■r、rrH.十     ■ ,卜liたつ ヽそ 京 北工水とⅢF十Ⅲ
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は、前局I,ギj l～2c玲 に してい●が、

千年に比 (る と、堂世 80Mを て,本 りIⅢrt‐

キ域で!ま予み、それ 1り ヽ沖合で,1～ 3

で葛●てtし.■ Ⅲ

対馬媛Fi Ⅲ、鬱々ユ付rこ、■腹北ド、高:

こ北十■、竹【!し沖 ■■`彰代=Ⅲ “ ′ヽる大

規模暖よ域い緑辺を大をく蛇行 して市Ⅲ r

t ■ヽ,tr)折 親bJに て つ表可流速 1lKt

i!11′ど■ご F .)li。

■よ域lf、午弱よ政■tFi在す イーう攻 7,高

1引4ち■イ)132。  30E線 付lr、 135・

30′E綬 イ1近、★“世疑】と,技 i fmf■′!

近などに、沖合lt r,A」J“|十1とに向Ⅲ■舌状

lt長||!すように杉成さ,tていイ|。

3月 1暖立域に考|する50″ 以浅●水に

は、キ月よりt陪 岐以西て 1℃弱、それ以

京て 1ヽ 2c降 塩 し、年ずっ最低を十 しli。

十年比てli、前月とには「rl様に本||lf‖イ→

'OM付 近をヽ |して、本'州1冷十偵け 並ヽ +、

1 市合Ⅲけ1 1 、 3 です■れてち 、i s

,馬 暖流!す 市ヒ登以 ■■Hlイドて,■け11,■

●■, ■ヽt、掟今以点ては忙行 Lて ■り、姉

軸′!近!,表ⅢI打どヽ ilK↓ 内外て も 、ⅢⅢ

↑よ域「1、■月ⅢⅢ〕み ',|[たま状す,t,

■ど続いてtttt、 ::寺以面に介liするヽ

,は,西 方に 20～ 3oM、 1:柱以卓 [分

ljする||ィ|よ■方へ 2 o Milll、そ才ギ |■

→動 してい■.

■|を、人Ⅲと,′i近て時持に接近 して' たヽ

台よ域 I、ヤ150M!ヒ 北丙 後ヽ退 した.

4月 i暖所こ攻にお する 50初 以浅r)An

Ⅲ 表 Fiと 59″ 曜と■間て l℃ !1洋|キネ

r,Ⅲi.表 1、 「|"噌 よ41!|:、 li士

'ユ両て出“【位野を!,liメ ‖期にな 十、お1

月よりヽ1で,■■弓てすってri■Ⅲ`、| [告

以亮てJI , l r t  t号と退 t, 4■ . l t . =■ こ

比‐、兵hiよRⅢ 全枝的に予■、 5 o "ビ

水岨 ユ1摂, 1中7中 M■!近| I Lをヽ“ヒ||

沖合 1 1 ●M ' 1 近と とて 2 C ! , すヽ■をち( L

r ぃ1 , たi ア, | | ■| , れを ,  ヽ 全 | な' 均十¬,

■| , ところ■ , ■ , 1 1 .

キ!ド;研古■、キ1月とに,■司様であ )た。

作台よ域fl、寸月よりも全般的に東方ヘ

21～ 30M移 動 してい■.

5月 t暖 F[域 !,表雨水塩は、前月に比ベ

2章 4で 昇温 した。こ年1ヒft表 正、 50

初菖|| り 珠イ)傾hど1■,【十_、本|や1沖合100

M付 モを境 tlて 本ザ‖|キけ■セみ、沖合旧1

か 1ヽ 3 Clt(4 イ い'D

キ1馬暖流11、ⅢⅢ台てtよ吐行性イ巧きって、

本ⅢⅢに子行すえ)ような均向が基Ⅲ Ⅲた.姉

糾
′
!近に十1すを表高速市 す lKt内 外てち

.4t,沿 十付近にも空十に平行する9 8Kt

前後●流ttが観狽!された,

令水域 ま、4田 北方 7oM、 増岐北面60

M、 理ケ岬ユし北西 55M、 能魯北西 50M、

「l北北西 90M、 佐渡北西 50Mな どにみ

,)打、本"‖そ平行する一連イ)低温域を形成

してしへ■.各 冷水bt,吉1月からの動向をみ

え,と、浜阿北方■)t拘 を除いてやや動とか

★||、 ■PF北五!r,tわか約 50M南 方 と、

■■〕に■■代方式い■」ヒ東へ 50～ 60M

彰動 してケ■ ぅ

6局 :対馬暖姉域 と寒流域●境界を示す

今年線帝F)50″ 層にちけると置IⅢ、入追埼

西 ,60M付 近を境にして、以内ては 40°

N線 !!近に 以 真てti39° E線 イ!近に

■ |,"、 ::登以五て|よF年 よりt30Mほ

■北年 りに■っていた。

研布域 ●表面i水退は、所月よりも2～ 5

Cイ ニ し,か 、平年比では並みのところが

多|.十 ,50初 層よ温は、鬱宏島北束50

M!近 とケ江 ll西 45M付 近などで平年 よ

Ⅲ+,2C以 には (■ .〔 いャ【かは、並み

■ 1-3C■ くな .て よ り、特に、沖合に

形成ギⅢてt たヽ常■暖水域午近て■3Ct′j

ちう と■ .て いたコ

t馬 暖汁■押1合■J位置に、前月に!そへ、

|:41,丙 て|:ケイ■ ■ヽ十六4(、 い=岐 北 宜

●IⅢ1 9 M北 偏、電ケ岬沖て 6 0MI子 と笥

移ヽ動 とて,,■ や、1:草以東ては1子たスナ||

■■ ,と な|、 、■.沿 差午近て「1前 月とに
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【 叫様であった1、

各合水域11、苛月|り ヽ全やr的に苛面女

い ま常方 ヽ2o～ 30Mを 動 してい'.

7月 i暖流域つ表面水鴻は、前月上り1)

4ヽ sc― l浜 した,平 任比て|十、11告以内

の本)‖から120Mま でのね域で並みてあったは

■は 1ヽ 3C高 Ⅲ Ⅲ十 )50れ 層水温●平

年比f lt、 沖合F〕常状暖水Iprに相当する噌

岐北方 130M～ 人道埼を結=!付近て 1～ 3

℃高て、沿岸●合水域小々をするtt近て 2

c以 上依 〈なってと り、 そ ,,■ ドJilむ十

一常|よほIF十年lt■てあ ,■ ,

対馬暖流、経 ケ岬沖合で鷲 [(南 偏して

い十前月`)状啓Ⅲモ5月 ●l~旨 まで■復 に、

また、悟妓北沖で 2 0 Mi=■ 難岸[′た程墜

でにとんど変わ りを| っヽ■が、|:登ユヒ沖■

ド,作渡海峡´ヽ流スす る市れが強女・イを■

寝様であ !■.

令水域Ⅲ、 5月 以峰■)帯―卜匂 句サt章【,iコ

著たな.て い■。そt',中と,1、浜四北 lJ

l10M、 ■岐北西 130M、 解 ケ1甲ll方 60

M、 能な北西 80M、 佐渋凸Jと西 70Mを

ドにみ ら打た。前月Ⅲlら!)動向をみると、

増岐以 FLに分布する 十ヽ■】よ」し'すへ、増性Ll

民に分布す る4丁)は打万へ、いす力 t30

～ 40M移 動 していた。な,、 5月 以峰不

明球■■ |,存をしていたユ“辞沖 25M、

象潟西方 30M● 小規fb合水域 よ、 中 ゃ明

瞭になっていた。

8月 !暖 /~域の表両水温は、前月よりヽ

3～ 4C昇 温 したが 全 般的に平年予みで

あ った。 しかし寒流域では夏′〕高い気ち|つ

影響を受けて全般的に 2-3で 平年 より肖

(■ .て いた。 50初 層よ退よ、前月と11

に同様に、本|||から約 17oM特 わた沖合

●常 lF暖水域にちれる付近で、十年 よりt

2～ 6で 高 てと■てな り、 そ ●南側0本 サせヽ

寄 りの海域て「1、浜 ]北 方 60M、 同150

M、 能と比方 90M、 粟烏周辺 ,ど て、母

lT的に 2で 以 :低いところをみ |,力た,(、

そど,1子かはヤ生並みか 1で |′,葛いととって

い■.

キ1馬ttf所ど|と、 11月 t,li肯!|千1,「!flこ

うに■ら'コ、表侍「対速 lK t内 ‖■、 大■

苛:直瑞付近と,:登北市 40ヽ 7 , Mイ l i二十

1ヽ 1 5  K t !す 力ⅢⅢ,ⅢⅢ

各冷水rp t■、十月 t比′( 十特1ツhて |ヽ

十iす= | iヽ f + 1■わ成い11向面 、、す■1ツ草

t↑ ヽすて、|,,Ⅲlヒナi 、 | すヽ!ⅢI=付 ヽ

50M孝 勘していたぅ

9H:イ !馬暖流tptと★ド:投と■‐1差界■■‐

す苛線帯!,う。初層に十■,ti生十■ 【 ,6

考ギ'す40Mイ |に■特 てLて 、ナツーH11■
・

N線 付近 ||、ll束て,139'E綬 ″liE[

み !)れ十■、 そ うr~皆Ⅲl、 +7年 を L(、 |:

告以西て北 て、人道埼ibで気に、そ力ぞ,1

偏 |ャていた。

暖流域●表〒 rl H=、 降埠朗 [転 Lモ ■

り、前月 たりt,1-2で ■ (■ っ rt たヽぅ

子仁比て11、↑破的に予ユⅢ lで 汽●| |ヽ

ころ■ヽ■■っ■. う 0″層イ【温t'|十年比 F

h、 臣讐 30M4て r)木」“ヽな|十て 2～ 3C

高て、そ力 より沖合は、イi太虫づれをする

暗上北内 120M、 |,各,1北内 60Mイ 」11

■|卜ヽ 当埼河方々!f3～ 5 CrFて 、暖71

蚊Ⅲ士存在する海域で 4～ 5c局 (4‐ ,rh

撃よ域fi モ 打 tて ■)帯状分hホ (す れ、

鬱チ阜■il■、障よ!Li中、古:むすし沖、十t,】 し

沖をどれ らそれそ力沖合ヽ張 り||IL′ていた。

対電暖流は、暖、↑水域●分布!卜呼が変

わっ,こ とたあいtっ て、市北"句 '1'行

■S強きってい■。な十、 人 通埼対～津離れ

蚊河「]に■Ⅲて■距,110ヽ 2oMイ !近f

と、表間r速 2K,前 後、最大 23KtF,単

デど本観測tれ た,

10':咲 耳i政,表 「3よ 品は、事i月に上し

、` 2ヽ 3で降掃 L、 炉+80M■ fr)本

ⅢⅢ■+蚊 tt平年 ■りt]、 2c馬 ,,、それ

,り t沖 合て|= rヽll並 ■たと ,てい■.50

ヵ曙水品 fi、 r`ttr lに、t、ィは!itS5M

/!近で 3で 、★汗「堆"Ⅲ 100Mと ,にと北



i ヒ十1 1 0 ■町十1 二十 4 ( , ! i て、4 ' 工 ! ■

6 o Mlitモ並■モちった まl r1 2～lC

高 イⅢ Ⅲttヤ を

■,,ll l[1、 ■ !:与 1け Ⅲ MI!1亡■ |

化々 ヽ向ⅢⅢJ、lt Ⅲ十
′!近て 'i t tti ■

七●ltⅢ 5中 Mナjli t li 、 とす,生十付t・

取内 に J■っ `i'イ Iケ|とて
″ヽi,t'

1拘Ⅲll■1キ|(!liよ11■1移吐 ヤ 、 |=よ11

■■伊た十
‐ ili!IJJ't rt!!1)Mlil■

|―[:、 弱! |ヽえli4ら 1)|〕‐車 tを ―i 十 111

1 1 11岐 「|! 二■j ! 一 r― JF3113 t t   i.

|ずに1■「 十!H!J['FJ M■ t や ヨ`i!!■

市3 1 JI 、1イ11■■接li的向を示 li.

●食 |`!」Ⅲi i tt象lit r4鷺rl洋気
lf ll、

|卜Jll衆rr i、Ⅲ …  」 /( ナ1告工七JIメ

=本 」!、Ⅲ ⅢⅢ何払rf鵡地方化牝部、拘に

与ホ 女 1   1 1 ″ ■ r F P  高1 1  イ キ ■

' 「 京 品!  | I H  I ⅢI Ⅲ I ユ収  山 I Ⅲの缶

にr卜f‐(十■'学1'、 =ltr,FT(と イ|■■li

2 国 際 会 議

11)国 際1毎羊資料交換作業吉i会第7回 会議

■il十ⅢI'ltキャー it )一言:・i'↓!|IⅢ ヽ

■、 1■ 十ri l今ケ tl十して述 tt

l〔杵共=に=Ⅲ■除々卜食十1女ユ ライア!

(lt+ヒ ! ' A、  Btれ 千 1,、 ■ !巧円

iiれキrざ十■,, 、 ■ヶ攻半P5iン  ー ■

に 1,tilと れ 'ヶl'企 長を促上 と、rli

也JI、時ば、交換キ t lj'する技市付Jド:謹半

を渋t!と、国際才1牧単北 ■■||ち基た'Tヒ

,■ h女 手`“価すえ,仕hと ''、 政 lrュ!4汗

!歩 生■ (|()C'■ T!,イ■★ib:■ lt■

11月 tり !キ ■生!キ1女をど,十 , ||

,サ  1961■ ttt t■!■i:|二 ,1キ

言,11すヽど岳て1女'|■ 4+li l算11(|!執 、 t,11、

t,■ |■、 l llC■|■■■ギ || “ 、

10C■ 】(議 |と てキ杖 た|.!,I O Crl

キと,=作 〔lt連 申 [才そ■liFi t lせ■l tJ

今I H  l l i 張■ゼ「P l ヽ■ 7 七 9 ■ - 1 3

」、と . コ  ク ■区建ホ苦|て引性 と't、

10 Ct「屯□ 26ケ ■ ■ひ関係国際 8f44樹

r)代表■`を■と!ど 我■医■ ら■代表とに

ことさ萩 rr iれ1羊資||セン′ Ⅲ 長 十、 こ

収繁雑 ttiす 長 )かを,「し十.

妄也|よ井常に,い ■と、 t'う ちt■主`“|

!)11、 10Cキ 統,■ ひ関係各磯関!1致電i

に冶 tり 、ROSCOP、 ■壊T17  Fフ ト

砕中化、/jr十1地質地球t/PJ!、lal汗
'1:物、筒

ど、/1/浪、れ洋汚楽隼す'テ
t一夕及ひ情ヤレ竹

|と、■二Lf内計画、地際海岸食■1交換使覧、

J違 人対!■境会議に関連する情報告い、“

i ttJ 努 蝦 FHl資料情報富‐ 、 lGOSS

ナータ(ノ ンリア′し,、海洋大気相 こ午料

テ ー′、発躍と とtヨ●教育引棟、国際海岸

資+十交換 tアステムつ調整等である。

伯 T々,姦也■内容を
一々説明することII

告峠 ! r、 4ェ体的な主な結論波ひ結合的感

rrとtャ十11、

11 ■ 換|||フィ マ ー″卜ltついて格段|,発

展ホ札ら'1+こ と。 (新 しいなJをも含ムッ

ご各種 ! J ! t ) '―夕にサ(連して使「うと′栂

る統 ツ Ⅲ―マ ットイ)原f lと、そⅢ其竹

によるプ ナ  マ ッ ト統 一ヽと)動 4■ 前|と

し'こ と。 '

仰  テ スト段悟をヽをめて、生物、地受、

波浪■,テ ープ 情 報め国際交換を開'|す

る政店に違 したこと。

13 れ 洋汚染姑め多(● 種自で、今すぐ国

際資十1交換●不可能なも●に対す る資料

け威后録や、或いは資料交換に伴 うべ合

必要事項を記入 した文書等による|“会す

ビス,ス テ!、́ヽ ●期待が大なること。

14 10C■ 地 ,国 際機関●海洋プロン r

クトt,発長に伴 って、小作業部会!■そヤ|

1, ,■ ⅢⅢりか益々指人しつ1'ち =)エ

(" ■ 種暗,一 'つ 国際交換Ⅲ必身■Ⅲ増

★ モ■ ,て、l‐際海洋資十1交換f,国内翌

単J III!力 拡`大さⅢ をととtrそ !|ま

■■■' 〔にと, t こ とぅ

)
_ン

lⅢ



「

F

1

に' 町 作■1工才tえ“ ,ス テ!、強 |ヒ,,千,と

|ャて、古+11地 域 卜 rtヤ f (対 界

!)llア' (` 'かに区吉!と =t tt〕れ域tl各

■|に ,い て■)一切■,ま“十1電■す ||

|'を■出,■■|!,■1、す ■二実たjは11

戊十Ⅲ十li t(コ ィt tヽiと .

(7, 開発士 liに ■ する国際食■1夜換・,一

ビ′lr■ り1練致 Ff,1"ィタti=■勢■

),ち tiと .

単てち け、こ ■年な国際JJ■ 二 女 `■  、

41f抽 含rFf■!)高 イヽテ!才 ャルを右す'3

我■生十モI F II義材 iネ| 、 月 に !内■時

大す る学 rに はすイ‐た,iよ 、我■t国コキ

1これ,■々 ■ 七ヤ 十一■)を速か ,大 ll十七Ⅲ

か1可ユウ“先イii‐ と門也て らをとつヽ|:

卑に辞■■ら■tt

rf社■ `=択 |ヤ!li炭姦、にⅢ ⅢⅢt、み十11‐二

よ立 |ヽli作 増十一!を よ キビす.

決義 1  ■ ‐古汚染Fil

=妹 れ十1含|十女換に実1は1■1、

れ汗持染資■1与】嗜″・ ブ ■主初■■

告を立'■ か、すと,ク ・-7Ⅲ を!!イ!千

1・中を兵J段 lv t iとして、十一″交黎ち,、

' なヽいす〔■児地ⅢI〕、本
″
卜業言B会に対 t

直'コ に関係ちを持染物質つ交換!|!ⅢjL

い範閣 い日t殺 虫旨J猥、Fi抑■と物t、

■る0■)■金属lll)を決わをた■),イ(質

的を考察を行 っ十ことに構足をtっ て注

目tャ、

国際的に認らられた分打i技術や基準,ケ(

不足していて、定常的な海岸考染食★+交

換に唄立■あることを記う、【 「々1枚 暫

定的に,1、特】1によ(文書化さⅢたtl述

IⅢな資料貯蔵目鮮【にイて引を基薩とすも

資料問合せサーどンを信頼す |そことを

認Ⅲ■―。比!lrt 4日録 よ由動イヒ虫技ti

得るⅢて有効な国芽女換 メ"itて !、■ ,

イ+イ,てちろう。

! ろヽえな非公式t比 蔵所に保管 と“て

い え)Ft存■|れ汗ん生資料を確!|、 す■

十Ⅲか基線Ⅲ十究ⅢⅢ向解析に生 1ヽつ■ 4f

■をず価すを手サ イLモ F十判ti tt t'〕li Ⅲ

I=i、二十,手t■ 蔵日録が有用てちるこ

とを弓驚計す■.と ,tⅢⅢ ′ 々 にナ!|

モ■:fL牛硫化 (区十、地rnl[!,  十

査機関、「十F■lPi l!i也!|て ,十■f貯イf 十■

るよつr■ ■十 1■F■ 1■!iⅢ f午 t

ifれ=義 士結共1!与する名イヤ,る,十 i:

十二千姿■|′I L4+■二/ギⅢ壬|十 ヤTrをちi転

L■1!i■Ⅲlやコては、,|す日十イi技 ―i

'|111京山■ |■11lⅢ Iセ 1)ャ,ヽ|、 lri

〔」幣芹すナ`|ちl i ■々十1■ t r , |

Ⅲ I、 1 (ヤ) s s、 G I I ) M E、 Cヽ K

C I M牛 ■t r  r淋計r T ,んキ汚央■li  t

対 1 1  1 + ,夕 !一 す■`与え早る准“

的掟瑚t卜Ⅲにt,日 |、 十 ナム 英ど」、

ツ連tメ ンス に ,ロア、 I C E S■ ,ヽ イヽO

Iす ■十′■ ナ｀一■ケ¬を沼|キ!、 Ⅲ

によ■千,i t  l十i■1 1 t亭I 1 1改 |す!、

イt■丹Ⅲク! ―'■Ⅲlr十1‐= | |■ ■ |

r G O S S  A I I■t■ 1来 ■, J ,・

ブ!■与に■ J! , f、■, | :をt■I C ( ) s s

六ィ●ット;1抑 tF)11,れア十汚ク|■イ]予=ii

■ |!″ に千11て 、イ!=呼 ば呵t,、■ |十

伴Ⅲ!、Ⅲよンステ!等 t明す /サすザ■■

|、 =上 I(DC‐1,lGOSS I関 ■1) |々

■中Pl家′! ■ (lRES,■ 中!,lh,

ひれ7 中ヽ浴TF主イト't貿すィ1生「中″′ ブ

と違拓を1■)こと。

各国●理姿 L・洋食卓!女換■医レ!勢普■

や、国際調整 ケオーブ、■1学↑11,″Ⅲ

ア、|な対赳体,メ ン末 i lrま を、な十年

業|じ会が4拝 ,染 食ド|に関すィ)′■「叫■i■

警 中占IF,両 て、か力 ',|,檀切々々 IJに

■ [=r,1!坑 十七,と あ呼 とモ・ヽ =事

実|をⅢ ,|せ ,,11 1 loc手 す■|

安よすえ).与 にイ!4ナ イ,■ 丁Ⅲlil ll、

オ ',t質 す,iえ■ !社■、好成H針 手

′,こチ モ七十やlf[|、 るヽこ|モ ■ョ|、

また4tた |チ!■ iす リンダ■中十十に背た

すを■■ !十~言B,と | て ェ l t十■ |[

性を発Iさ IJなた■ !,P―】T業■ヤiィ!Ⅲ

国
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ることをど品すえ、必要"わ え,り

妃にコ壕海洋合■[生換 Ⅲた,● lTl内ギ

整官 と荘■ [イ  国 際資換●構任白J手段

として■たキ汚 lh食||!,文書化■IRた日

鎌つ域を'発 展について詳綱に説明し、

かィ ■‐il玉で帯椛「Ⅲ tiⅢ々た =i trl国Ⅲ`各

,」にてしヽる地域ⅢJ十布キち突All'ユに司連

して、こⅢ域をを イ害立て'発展をしイ)を

峠十ことかれ ,,こ,ま し、

妊 [な特り,ダルーノが進めていえ)日録

とち'■十 スす!■ ■ li t関係 していえ|

||キ音やす 々 r'世卑門灰 ,き 兄う、 ■

″'一 ブ義長マ )連絡を開始するようt・

t t ャ、

卜特,サグル ーフt、 既存つROM81(

4年 生物芸合結果 )や EDBD(環 境デ
ー

'日 録 )■様な景境に関する日録や呼会

ンステ!ラム 本牛,1グル
ーフわ岩 1口 r■7

告 島て正ⅢI,れこt えヽ,れナ=汚突資料 比■

1手ャⅢ ■換 メヵニス!、とにて使用し,4')

|ェ4■ 二つい とlT(|、ゴ禍|し、史 二十 1

内イドを下11「業言,とヽ111常8」会議にと,1号す

11,こと,tiす え)。

rl議 2 1CO SS食 キⅢ:ど録1宋常比チ生

換に関す る頃覧

叫埒イ,キ食卜1女操竹業部会 よ、

ICOSS資 ⅢIイ■ビ録ll告■ひ資率に関

す 1)I電 ‐ギ 3版章稿、とらひにICOSS

資常イ)記館保管■■安換に智するll,1グ

ツし一ブ議長tつ報告をユろこんで文i壁した

f すヽ、

WMO● 々卜気候学に関するT「業言:会

アン六 ,作 成 tlモ本便篭第 2板 草輸た

イテす′:吉見r lf日 |、

イトⅢルク4-7議 長に対し、上記き見

を考慮11人|[て慎覧を適当に杉 にす |,L

う指今し、
rl崎 )|1上を｀表拷的と食料処F埋

″と

｀計‖」■千,|を
″t,_i部!を分サイ)と 'に

,r,情 十こえ吉iあ る的ド11と 2を ■評 と、

こ■優覧●拍 3「 車構を〔PLAN(

IGOss,ん ,10C/ヽ ヤ巾Ю 合同計画グ

ル 7)に 提出することを承認 し、

l PLANか これをfT択するよう勧告する。

史にな特tl lグルーブの常成を再検討し

た結果、次い会議 きてつ間つ構成を 下記

tつ様に決める。

米国(議長回 )、英臣、ノ連、 カ ナグ、

西独、仏、日本、WMO、  ICES、 FAO

小特】!グループかそつ付託事IRに従 っ

て、資料の記録保管及び交換に関する件

について ICOSSの 作業委員会を援助 1ャ

続けること、及ひ木便覧やそれに伴 り記

録書や指導要項を常に検討 しつつけるこ

とを再び強調する。

勧告 1 フ ォーマ クト(書式 )の 開発

国際海洋資料交換作業部会は、

性に ICESゃ 他のtン ター等で使用中

■う国際資料交換のための国名のヨー ドを

手采択することを承認 し、新 しいフ ォーマ

ット●一般的構成に関する提案が、この

様なプす―マントの鴫発のための一つの

モデルとして採択されることを勧告 し、

更に米国海洋資料tン '一 によって提

案さわた、いろんと異なった種類の資料

■|ための統一的 フォーマ ントが、資ffの

記録保管や回収の実験tr目的で採用され

た,ことを勧告する。このフォ マ ントは、

WDC一 B提 案の多くつ要ネや、 L述 リ
ー

忙的構成の要素を含んでいる。 (lBし本

作業部会は、 ICESの 資料の様な歴史的

な海洋物理学資料の貯蔵が既に莫大であ

ることを認め、またこれ らのデー タは国

14交換に共通 tンて使用さ'1ているので、

今後何年間かに特別な分野に於いて交換

用フォーを、マ ントと | て́受け入れ られる

ことを提案する。 )

勘告 2 海 岸地質資料管理

国際わ洋資十1変換作業部会は、

貯蔵日録は、照会機構 として、並びに

すべての資料の二つてはそれ以 11つ世界

資料貯蔵所への集積化の代替物 と|′て、

-12-



Fi十li Ⅲ Ⅲ  Ⅲ Ⅲ

| ■ヽ `え,二除ri十ヶt,■ド'![| !t t ti

メ■役■JをⅢ i t i ■ 二t itt‖Jし、

モOC iよ ,十 ■砲日有 ■すi蔑日館 ‖

丈 ROSCC)PI,汗 ず il l,Ⅲ争 1■‐・i

! | .中 = ! 1 _Ⅲ !ⅢI !  ! 1 l t i“

lt t 、 |  |■ ,lt 伊 ■|■|■ !、 |「

■ | | |  十1 ・ 十七 ■1  1 ( ) ビ 中, | !
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 t  t ‐i ! ■̀ 長 ! | 十H I iヽ  l l  P h ~

‐
 ♪
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‐

r e y■委員長に退ttれ、可時に」委員1/

てあった菅原健 !【今もそう戦■退と、割

季員長には H(チ R  c l l (西独十、C S c

rPoianu(ル マニア 、Arala Castahares

t メ|!ンiI 十、 卜,1-M′akee l( = ,'フ■ )

氏年が送■Ⅲた。

。 新 執行1里事lTlモ、 ″ ラツⅢ、 カ ブ′、

手J口,ビ 丁、フラ'ス 、 トイン、イアⅢ

一、 日本、 ケ ‐ヤ、 ノー九ウ 1 、 ポ ー

ラ!■卜、 1,ネⅢ■ ノ 連、英国、米国■

】4,区 ■,実11■i,

。 よ F]t,単9+JⅢ全 i1971年 末 ,モ

日催11れること.常 1回4行 押事会 よ

197■ 年 6早 十ナ′■,,ヴ モW,十

ること。

O 令 般的t感 智 !L〔 、岬発玉と却発途

|:向tr,な■員■ thlえ ,明いて吉 F,

ギ ヤンプか認め られること、即ち本牙員

会は本来'キ |■t技 術 ■発展 !'■●コ七

■イ ちると云 う立場 と、国違下に於ける

直接的なE時 吹冶 ,場でちちたすると場

と,相 史■i目立 ったとつた席者Ⅲ感智七

述 (ら'た 。

,十 、 Lモ ■Itヽた|っ ■Ⅲ」、E幹 |す十

資I!交lBに関 して本会政で瞑択さ加た決議

Ⅷ-211r次 つと,jりである.

決議Ⅶl-21 れ 洋資料管Pl

政府間 Frキ字委員会 i

れ拝字デー タや情報 ,記録保告とLIl眸

交換は、国際伊 」ヤ海キ ,商を費 ,資 源 )

軒究 r)進歩●ため|[必須い tr,であるこ

とを再に招 し、

国捺れil資|1交換 r「貰 !じ■(10DE)

力く 有効な資十1官チ里●実施を創輪 と、=

た発達 しt〕モ)ちるデ ータ報千早' ステ! t

関連 '〕るテータ●管1早や、世界、地域、

国立海洋資料センター 〔対す る将 来',

kや  子 Ⅲ 'っ●責路f)研究に従事 Lて と

たこと|〔対 して感謝をも→て'「lt.、

IOC■ 、各羊科月町1[ル て,わ拝汚染

デー′やそf)千性キ化情報■号会rl可能r:

をjⅢ,Iう 〔|!|、 回j卓人間聡li A浅■

告 91■ 世t 起ヽ と、

国際●■【卜1交換 ■Jを|じ■村 Fr十■1誤

,報 告を■翠し、

開発Ⅲ■ひ<駿 て,日rを・■Ⅲ 各 ■ゃ

1■■ミ、

0 々 年生物字合|+!)配布やケ換を'卜々

■ ',Lいる日1lf使 ¶す ミて、イ,十PI

究■学委員会 (SCOR)と 毎キ4】111

tl14!]多員会 t ACMRrtl十十kiしA32

(文 亨干IOc loDE VI1/1 NI「 IⅢⅢ

が今 げ て甲発 1■ 、 ,々F十物■二P行

結堤 IROMBI),1,生 二次|(,fナ

時蔵電館ヤーiを使用す ti工|。

(的 フ ■ マ ット甲奄 ! モヽデⅢ■1 1、

新'十t'1矢 ――liテ ング 7-― マット

f十一戦的特蚊よ `イ得 IOC/101)E

ヤ1/13C'■ 、 ■ 時的=!録|■ヤ、 鷹 ■

t メ,テ! と | て各揮 11[1竜F相●■ も ′

ィー マット( てき I O C / 1 ( ) D E 」‖/

13)竺 1宝1吊ナること,

rc, に述 千ナrblで示 し■ャテ ′  7.

ヤ ット方式を用いて  1村 ,【lt,也

r旬 一ヽスて、栂ら選に 11),浪 十一′|)

交換を始い ちこと十1

8)モ ブ,有効性、 ti花【十テ ■ ヤ tl]

七て、コ峰/rr洋地k' ア  フ ォ マ

ット(え ユ IOC/10DE ヽ ‖/81■ 枠

峰巳時交換 フィ イ ク|ィ|し てlll 11+

ることぅ

を催促 と、

事務EF‐が■帯旦 ,堰!(そ弓 :て、 ユ

要とする li述,,各揮 7.― マント冊祇類

■似給 ナるIう 要よ _、

訓棟教看相ittFⅢ Ⅲ作業チオi今(TEM

A)|ヽ 開発途 L電 ■,「!■年|と食告センタ

設立スitを ,発展にヽけたil‐Lr)告 rl

,4必要事1貞をヽ4官 tA,て 、 ユ /十 t

′,タト 十 一=″ 、■巾!ます々■Jttiと、

と雲な設備■供 |を をキ ヤ tイ エ1必々 |'

助をうiる た,■)道コ4子 ★をとイ,こと



を■求す■。

(4)MRECC,転 調査専内部会+1 日 米天然会議 (UJNR)洵 底資源工学

調整委員会 (MRECC)

第 2回 日米合同会議

第 4回 日米合同会議

占時  1973年 9月 14日

場Pr メ リ
ーラント'1 ロヽックビル市

sキ  1973年 9「〕13」

れ拝人気Fr場||十 ワ シン|ン右務省

議事城安去■Ft F四

日本側■と 1日本に■ける海底調査活動●現 ,'t=■J■t,海ド,【点'!/1洋資源=し次長Mart―                           ャ
状 Jを 尊告 し、米国側か らは 1深海鉱fr資源にin●ュこ|ヰ1以 iS名 、高イ(旧|から科学技術町|十

ついてJ、 「々 洋預1量ンステム計画|〔ついて !、
手手姦官大村1只ll以 F10名 が出席 に、「]季負

1極東ltオける地域沿岸調査について 、 「地fr傘下 ,各卓ド」=Bムつ活動状況を報告すると■

球物理学的海岸テ
ータについてJの 報告を行在

に、巾RECCつ 活動 t,今後 つ方針について、海

岸資源弓発に伴 って発生する猥境技壊問題にも    つ
た。

とた、テータ交換システムと標準化の様式を真点1に取組む考えて、各専P弓部会●共同研究テ

切発 する件 について協議 し、明年 日本水路部職マエ ついてrF発に推進すべとこと、及びU」

員 I名を米区海岸大気 十に派遣することを決めNRを 現するこllK村協定Ⅲ(件 を
rt会からi惰姦

た。| = こと■堪沼 し1 1 。
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刀
日

玄
下3 クト

rl)国 際海洋裸査 10年 計画 (IDOE)に つ

しヽ【=

(イ(文H、 政付 洞れ洋学チ員と、¬1行,ID

OEに 関す ヽ夕くンアレットを実約 し■もt,

てある。 |

攻付間れi学 姿員会tよ、 1970年 代■

期W中 `十ヶ上■れたHt年ⅢI,と強化占Ⅲlを伎
・lFしモ■Z)■、 こ ■計H析上、国際れ洋探企

10年 jl β,とい う名で知 られている.

数″て')IDOE古 動Ⅲ結兵
′
にすること

こなら全1世界■れ■、十■に■Ⅲとな地、

わ質、大 i々と■■丁作用 t,ハ て,わ ,1わ

'1つ如設つ高王■進■!よ、多て,点て人好

|`思百々与女るてろううぅtⅢ lま、人類か

/ttlとをもった々幼 を使用す |!こと、4拝 食

源を挟 ■すること、と々ナ、禁也守F,行動 t

iる 角告t影 響Ⅲ ⅢⅢキf境 を1末詮する方

法を申発することを助十,るであろうち■い

■■ 't そ ,1は海洋環境,健 合を｀皆rマ

,i b ⅢII,均 ff確を提供するてちろう,

玉除4合 H IDOEJI的 it促進城 etたち

ら 1961年 に、 ■ t■t会 かれ+調 卓伊■

長tH拡大ilHt LEPOR),構 性|に質成し,

と|、 =ナlら■■1長t,こ大さを把ltた。ユ

子… 「!Ⅲ中 とを!111■,11政 1予1司海岸学委,i

合■、 こ 1)占直工つい てェ)責任を負うこと

をよⅢⅢ,十it.

活 動 もt 囲

I D O E i、 ｀ (規模li 'どf範鮒在各ョ

F,七十■二Ⅲ,I功 慨十末か ら成 り、 位 国からFl

字ネⅢi Ⅲ Ⅲllll[■ Jす ること|ェ、こて,=十

的●初Hl■サlntに十t卜て、積極白うに妥水 |

'i、 日'コをとヽ攻t'じるも ■てちら4

これ ら各也r)‐古功 j、よ ぅようと査妻な

8分どI予に■■か ちt■ と期イに ,tている :

れ崎 卜■)毎ァイブ,場昇、れに 一人気 f■H●

1年|IJ■li■ i

■|力食涼十1二F査 ;

冷+■ ぞ年と44中今成 (11蜘差111;

荘|十★境汚染 ■地球ⅢⅢ〕J4i

れ庄つ形竹学的,1化 ;

代汁禄辺,相 tt J、せ旨十iJ十 ドl ft申|

物Ⅲ4字古JiJ介 :

た世物十可1市 |!とと[ィ|_モ f)再iiI:

1■11+■,にズ十 =布 |■均引!|コJⅢi t

IODEへ の参 71R

"在 ■ところ、 10CⅢ 「Fl区i71,コ ■

う■30ケ 区十判 DOE子 +コ |[をⅢi!ャ、 十

Ⅲ【IB'卜千い (='十 ■ )一グー幣 っ、 !lf

■¬してみJと て,ち Jt、 り 4告 ,コ t

IOC!D後 掟て広純出 ,tl内向JIDO j■ |

‖句|!有」士 L′上国で,■ ‐1 10イと■|“■Ⅲ Ⅲ

I=|モ j、す |ヽて ,Ⅲ「イITl力1多客党 ,11)oE
ilti l可丁1日   一=,|ltit t Ⅲ “ | ■|,  11

なⅢI ! て、たとぅぅた野| イ| = | ′■ | ■、

1 0`千11+“ ||」1午|ギI 二'■11 1 1i  fill li l)

'四 十■■、 す (́て 1■,ltイ|十1-■ ■ こち′, ,.

■1ど|ら'、 工,↓)■食メ|すい■て4キ ■

!,とす), ,世界食rlに,タ ーを!屯! 1 1 1 + |

れ■ことに生ゎモ, 1ヽ )ⅢⅢ =ち ■っ

政rH増Ⅲ ■半チti■11、 rDOEと と|イt

十七iャ,t,種|,Ⅲ ■ 1出 発  )1'ち |).

ネ十ⅢⅢ t  i、Ⅲテ||■、■、 ■Ⅲ¬|■i 4 1■

t  l i十れ他問,: |コ を,■ ■'j !十1テF J十

ることに rう、 |■1登ⅢⅢ■|!をとす!rl、 ■_

委京r、1、キ殊 !●1拘子1日 ―[現■ ■ tⅢ

■ 占■ に,政 府代表 !よえ,会義 ■+ⅢⅢⅢ■

資を|十LII十lt iとを 'Tl!し■い■,Ⅲ■十、

1イ1/,tttl■11、■ャ考 六 キ [判発■ にに1

1Ⅲ ■な十■イ十メ [すイ十■Ⅲ I堤‖|=Ⅲ li

もヤ|■‖原序■L.て 、こうこを員す、ェ」卓■i

境事務「]に対 |、 工■与IJ‐■■、コ十LI

,現

Rに

てJ  、

「地

号を

式を

鶏職

央め

レ

(√
も

施実



設け られた環境基金十使 桐する tう 勁言す

るヽ,と 即待さⅢる。 多く丁,場合に、斎:|

画 1、 と,委 員会つ科学的援助 iす る川
f4

1i,助力により発曜本亡')れた。そ丁,他‐,場

合て よ、海江環境1与染t世 界的調査 (CI

PME)つ tう に、 こ ■)季賞会小こ,■ う

と調査■,広砲魁 t計 的iを岬発す るたわつ部

会を作ることに たり、三接行動をとった!,

であった。

副練と教育と相互張助

10年 計画f)野1間中 1、 L占 ■日たし こ

うにヽ 十′1引張 と教育に対して党施■れ、

中に開発左 !I Fl■ち,Irt学者に行■わ力る

であろうn調 奔冊■を行★うたうに必壊子

施設 をもた★い科r学者つため、調査佑に表

ll.して調FS研究 する時li t千 Jt iる努 5か

うちゆる機会をとら|て と11れ るであろう。

優先的に調査を必要とする分野

津昇

|【緯十とを中得旺●区 'イ)夕(!Ⅲ打海キ!沿

いに、まさ常起こる海水の|う昇は、世界F)A

獲!)約 50%Ⅲ よこ―■ようと現象●起る海蚊

■ ヽ供給 さ■とる―′t― ''十 にE要 である.

十1、ら沖ltちJう卓FA鳳 とi12球 ,自転と、FL

と11十五 ,L愕 水↓',雄十五を生 とさ!る 。 こ

れ ■つれ |(にと手て代わるt十は、海岸近 (

て及い帝ををして、しfし !わ す|・10ヤ

l S ttf)偏で海昇する海面下,水 である。

繰lel■ち勇早 した4・よ!Ⅲ豊富在栄養分と、

フランクトン阜団■指遠‐ii長 を起とし、

従って篤類Ⅲl、 こ そつたっぶ りし■食糧源|[

ltま ってくる。偉昇|こ、北 アフリカと菊ア

メリカ丁)llt海岸1中に本ろliる極瑞た葛いⅢ

額 つ潰17をAll明するカギてある。

生物資源上冷|!|と■学

海十年十1カ食い ■lJ的Ⅲl用と特碑,た '()

必実 t知 ,☆上、 '|I Ⅲ Ⅲl■令を
′卜と し、そ

れをささナら戦構つ各科学問!)研究か ら、

ます ます々 (出 r(ち であろう。これらf)

経i邑が、 よ りよく理解され、また海洋生物

●ア|を物学的mlとそれ らつ牛午t夕ている化宇

+3、物'ユ学的、地質学的環境 とつ間に、現

イテする関係 ヽ叫 |ヤ をヽされることつよ肝掌 ●

ちる。

悦 一I,自枠|す、海岸に■けえ,博昇 |よ る

t孝 系を理解 することであ り、それによれ

ばそtつ生き子が変|ヒに対する反は も、 工 =

つ手がか りとをるイと物学的、海洋学的、気

象学的つた数を聴視することにより、予想

されることおよでをよう。

を/1汚典

海半環境■,水質は、今まで人類 との関係

で重要と t● であった。人間F)活動は、海

洋r)水質に有言在影響をおよ【すことが、

次第に増 大してとた。生物学的に有言と化

学製「1 つヽ卓人、旭剰な熱つ放出、海洋生物

●青L獲は、海岸に重大在衝挙を与えてとた。

優先的に実施すべ さ仕事は、海洋における

現在,｀ 健康状ほ
″の研究である。 このこ

とは、基準線資料として知 られてハる汚尖

拘ず,現在4)濃比測定を含んでいる。地球字

的基準線の設定 t加えて 同 様を資本|す海

岸の混合の畳的研究および海洋括環の叙述

均モデルのための入力を供給するであろう.

環境 予報

長期的でしⅢもに確な環境 子報は、海洋

と大気″,状況工)lfr握に依存している。こ●

分EtFてわれわれ,知 識を完全にするには、

海洋表古すよび 下層大気とo相 圧作用の研

究に最も重点をおくことと、こに)相二作用

に言夕響 している深海 r)力学的過程を決定す

ることが必要である。

大生喉辺●研究

人蛙緑辺は科学 と経済tr双方のr早尚|[ェ

リ重要である。 社を上欽物と炭化水宗い牲

積物 ! す でに大た棚に冶 って弗発 どヤ1つ

_‐ある。 しかしなが ら、深海F原 に通 じて

いる斜亡jⅢl、殆うど未知であり、この区城

4

ユ

,p



査調浸J観4

こそ科学者が将来、その活動をより集中すべとで

ある。

IDOD〔 ついての他の情報は、S ecreta呼Of

I O C  U n e s c O  P l a c e  d e  F O n↓e n O y  7 5 7 0 o―

P a r i s  F  r a n c e から得 られる。

昭本n49銅 賢競 十回

海上保安庁、気象庁、水産庁及び防衛庁による

海洋調査計画の主なものは、本誌末尾別表のとお

りである。 なお本計画は各庁とも暫定的たもので

ある。

S 業 務 案 内

(1)モ OC刊 行物 文書保管センタ」こつい

エネスコの政府聞海洋学委員会(10C)

では、一昨年 より加盟各国に locコ 1行物・

文書保管セングーを設置することを考慮 し

てきた。

我か国か らはユネスコ国内委員会の依頼

を受けた当海岸資料 センターがその任にあ

たる予定である旨返答中のところ、今回 I

OC事 務局長より正式を指名があった。

今後、当海洋資料センターは我が国にか

Langょ dge

:?智
°Site

CODIPO Site
E / F

名,群
°S ite

ける IOC刊 行物 文 書保管センターとし

て、国内ユーザーに対する窓nつ 役害けを果

して行 くことになった。

IOCの 指定する当センター保 管010

C刊 行物及び文書のリストを 下記に示すが、

このほかにも従来か ら海洋資本|センターと

して接受した昭和 46年 以降の IOC同 竜

及び Join, loc/WMO回 章等の大

半を保管 しているので、必要つ際は利用さ

れたい。

な方、今後標記センターとして接宝 し/‐

コ昨予物及び文書のリス トを逐次本誌に掲載

して行 く予定である。

,

ヽ
1 /
↓

言已

List Of publicatiOns sent to IOC DepositOry Centres

力 、鑑鷹 罫盟朗
譜8芳
S檻
監 1群
継士亀デl縦品合橘品PttFhm

4ヽornine review lectures of the second lnternatiOna1 0ceano―

:5831iC C°
ngress, ヽ1。scow,  May_June 1966   une scO,

- 2 1 -
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C s m p oヽ i tせ
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I】 li1 5
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ビ|ト
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●
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No 2

縛温脳様艦脳縄鱗
総禅キ鮮禅諜阜キ簿輯響
1 ) |ヽ、1〔n l“n d  C hせ1 1 l  i c●1  0 c c d n s s r d p h y ,  卜t a r i n c  C s o l o g y  a n d

c .古P l l y iヽ C、■1 1 ( 14` d r i nぜ! ` i。l sミⅢ

lに :‖| 1点| | l f C岩 村f !翠 t i l :せ持 たr i n e s t t i a l ,・ 占量g t t l u c s

editisn, ●●vi cヽ d‐ 1,F上 (■ol  ll ts bC sent durrng tilira
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は、ズンチカー ドて保管さ才iていたが、大

r4電子計算機,■ 人 [伴い磁気テ ーアによ

るデーイファイルが'T::になり、今■1岐る

】脱 気 テーフファイⅢと地域:L桜五十-7

ファイル●二種娘■ナー′ ■ ―“:!|!|,t

した。

航海別磁気テ 才 ユtt,|!■ 一夕を必安

とする利用者![寸して用きヽち、地技刊融

気テ ー71J l・ナ形 く「=“ J■■を 1地攻毎

のテータを必要とするデJ用者すますセンタ

―に古!する統計HILⅢlに対 して保管■力 るも

F)でちな,4■ trt域!Jと気テ ーデ出米巳ぅ

海洋資料tン 々―から送付さ■■、末子洋

全域 tⅢⅢる外国●資料約 7万預!点■地域

4ビ枝 /1テ ,と ‖■てファイルしt,こ れ

らデータベ ース●プァィル咋業 よ、を■ 1
ヽ2同実施|■ 、有 [新しいデ ータ■よHP

toぬ ↓et推 お=れ る予定でちをっ
48年 10月 31日 1,在、1也政Ⅲ lr_r気テ
ーアにフ ァィ■!■ をゎぇ,■ ―!の 中、日
A近 海にtⅢ る IP方形伊 ,各膚告:刊■,,1点

数 を 0/1t50o″ 臀 !つ ヽど、Fig l,

Fig 2 そ れをⅢ こ示 した。
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( 1 )海 岸のll H質及ひ地球物理 テ ー タの包含範 Lr」の 目録 について

|サ
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こうことについて,1、すて [」 ODC‐

_― スN83号て紹介し、きた関係各機関に

対 してな協力を■仙t今t唱■ 16年 12H

2日付保水食第 67号 十!夕てヽたとこ//て

すか、今後 二十)分野て■)情三? デ ー′,由

際的■ひ区内的費換■iキ毛化する動 |![ち

りtす !)で、海■Ⅲ地質 1と■ヤ物11関係 :)

調!こ航れを長砲 し十機関■ す本やかに所定

ご,用紙 IIて ●1」ヽ ■■モすか、イ(ti才モ

いるl―H合li芋水 して]よ .ヽ ナに|せ代 う   |

i提 'し て下ヽい。             |

な■、現存ltで,F予定用紙を|IJ tヽイ ■占ビ  !

人斉日営■土Ⅲl(虎Ⅲ 下表 'と■ 'てすぅ

海 二 ! | ケ 庁
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P re-1 9 7 0 data)

れ  に 保 ″ 庁

気象 「(気■★学校 |

1 9 7 o ■ 1 以後 t i " !  タ

( f o r  P o s , 1 9 7 o  d a t a )

一 !F―



領
　
　
和
内

受
　
　
昭

国

刊 行 物

8 年 7 月から昭I n  48年 12局 亡てに受領 したと安叫行物|!下:ε,と ■ 'て あ
る。

♪

′“|ピン転 fよ 路士茂 ]告 わ 上保夕庁

″   京 3 巻

燈Ⅲ表菊 1巻

昭和 49+ 人 H!晴

十  【 nint席

7   来 休住晋表

″   脚 十表党 】巻

,    ″  寛 2 を

水浄々様革 ,2  9 3、 9 4号

々洋速報第 13う;～革 24号

症||趣ヽ■海象観コ!ヤレ佑彗

機根岬IJ近剤材i調査報告書

古響探層機 [よる備讃瀬
百

■|=氏地【調iキヒ告

流水![よるん雌 t帽Ⅲ 3中

年～昭和 48年 調査抗計 )

れ洋速報 (48年 第10号 |

京北海域海祥速報(487)

海iキ税報 (48年 第 2号 )

海キ理報 14811)

塩笙法,刷 流

■名すと ')刊流観摂↓‖占

F!ヒト4沿 |十(東+)海 潮

■観河liR缶

夕筆湾両部剤村t司押1報告

|」 市巻 |[部潮流観測報告

佐古ギ浩内港つ潮】i観剛Ⅲ

II

宅脅港 いユ■そ!)付近 ′押i

所i観抑報吉書

伊勢湾北部 (名古序をヽ1は)

■1朝tit

伊勢湾白部=,朗流観測報告

書

本J‖i均|■fr勢_ttつ朗流

埴路港享碗沖翻流観河1報告

和歌‐1 1 rt港有同区科rE鶴

刊|■争

!にとすと劇抗観問報告

せ路港 制流観刊社;

1 叫十F とと | ■‐ 対 近 ⅢJ

ヤ|

す停1水|と馬苫付近f)型Ft

ヽ■を!i引打F

章一～区Ⅲ L

イギB

寛 モ吉氏

々洋慨|は4丹任党 ]～ 2号 |

,社 を者甘晋ず H判

暑t l吉安繍 年標 拠 な
|〕脚■人

|=却 47年 とillfiLr只報告よ:|

|や配 Ji jlを致 I投 代さ|[i l

や流手坪 ||"イを■|'t |ヽ |

小」Ⅲ々 )れ既】1調査IRI; |

ヤi■湾々剤流観別章HII   I

東海村沖れ刺力観「い【長  |

―ヽスを'れ象現押l lj告(をfI‖
備十讃頗声占部水宜,さ付近朝琉|

型刑IⅢ告吾       |

千葉港柿ケ埼付近翻
r‐観測報 |

;            1車 i昔 区

大阪港堺区潮流規lu‖!占
  |

夢七十ツ=f アヽi/1t

- 2 8 -
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γ
ヽ

出 所 讐 ■
い

名 !Ⅲ 所 書 名

第六管区海上保安

部

水路速報第 1号 (広島湾の潮

流 )

早態練戸の潮流

宇野港内の潮流

レ」上鳥り朗汐と潮流

上と港内●潮流

新居浜港 j●潮流

内海菊問港 'よ び付近の潮流

資料

本|||四国連絡架橋調査創流観

損ら就緑

岩国港●潮流

仙鳥水迫つ潮流について

来島水道の渦流について

有津 荒 神 鼻 東瀬■潮流観

測報告

松山港高浜北きはつ潮流(略報)

七港付近 つ朗fft

徳山港‖!北ンー六_ス 付近の

馴流

伊十桜井沖つ瑚流

声日,7「l口海域わ潮VFt

伊十灘北部tう科流

今浜港わ潮旋

げ予離北西部つ翻流

招和47年o広 島港に士ける潮

汐子報つ夫損1比較について

関門港日野浦区大久保沖潮流

観演t報告

長崎県三亡沖期流観演t報告

壱岐水道の潮流

'1七保港つ潮流

関問Fま峡砂や航路付近の潮流

福岡湾の朝流

関門海峡戸畑i中つ翻流

Ⅲ鳥離(富 江中 )海潮流観測

報告

関門海峡山口付近つ翻流

関門わ峡早軸願声付近の潮流

関門海峡舜 子待付近つ朝流

第七管区

男七管区海 1保安

本部

第八官区  ″

第九管区

第十管区

第十一管区

気 象 庁

人野川 大 分1市I日海rpt引

所こ観損|十Rキ

大分港鶴崎
′
J近潮汁割狽‖隷

告

工島離 (福圧4向 Ⅲ Ⅲれ刊

流現抑卜,十キ

関門海峡つ潮流 (け津沖以

東 )

海汗速報 (48年 第 3号 十

敦賀湾付近●海潮流観潰|

三□港付近海潮流観刺様告

境港の潮折[

市R均 つ海FFす[t売 2711

口本海海に調査技 lr連絡奈

議事録 |

者侠袴 r■湖,i其同親刊食十1

新潟港第 1区す)抗末につ ヽ

て

EF肥鳥巻
′
;近湖流 呵

八代港北部朗流観測報告

礎|せ島港Ⅲ潮流 モついて

範児島港市千[■j漸流

既ナせ与巻北部刑流図

長島海峡潮斎図

長島縁攻 デイ追tr食‖

昭lE4 6年長阜れ峡潮lF予

|レ表

奄美大島海 lt潮抗日月」報占

越海峡う翻流[ついて

那覇港潮流観拐!様告

全国れ況句と,,″960～ %

978

気象rl月殻 17年 11月 、

4 8 年 5 月

演け候時報莞 40巻第 4号 ～弔

3号

全国技剖速様 1973年 4月 ～

9月

気象庁海洋汚染観綱1速報悦

4号

- 2 け ―
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讐   iよ    名

西れ医よT報 告第 42号

漁場月報Z16ヽ %21

対馬暖流系アツ サ 末 ィ

ワン漁海況長期予報

窮 19回 西海区 rlN研プロッ

ク漁海況進格会議議事録 jry

日本梅区漁場海況遠報

!琢268ハャ″273

噂木海スツ.メイカ点れ況 ) '

報 ( 7～ 9 )

昭和 4 8年 度第 1回日本海

スクレメイカ長期漁海況 予報

H召和 48年 度漁況海況予報

事業調杏指針 r日本海プロ

ック関係 )

遠■水た研究所二 =― スZ

1 5

1国際的な場になけるマクロ

漁業管理 の探代 (昭和 46

年～ 47年 )

母略式■け ま す /g場にな

|する海洋観測資料昭ヤ 37

仁 、4F年  研 宅報告 8

漁海況!壇報第 7号 ～第 19号

■ Iび 十ンマ特集

海洋観渦1表★ 子拝 (ホ6)48

6

″ 日 ⌒ 海 ( ネ7 )

475～ 9および 486ヽ 9

漁梅捉速十ヒ葛 1号 ～第 4号

海r観 相1表 ti 10線 十

7月 ～10月

″  (沖 令 u線 Ⅲ7月

ち/t速報 48,琢 ,3 %ヽ37

れ況速報結集縞 (47年 岐 )

月報 48-3号 ヽ9号

昭和 16年 三漁況れ況 ,報

事業報告書

房油年による伊嘔諸牛近4

五れ'■水とiI十オ

北海道立J‖路

水荒試験

″ 垣 館  '

気象庁気象研tll

l台 管「え気象台

由増海卜気象台

神■  ″

舞鶴  ″

「

水 た  す

!しれ とヽにlkたイri

所

li!ヒ1人   !

Vヽ M Oれ ■と気仁城'″ 3%7

北太平洋海洋気候表 1961i～

1965年

気象P十
1'こ3r印代報告第23巻第

4号、第24拳■ 1号、相 2号

!|♪管区其■気象報告指38号

梅洋波報第 10本 弔 4号、第

1 1 巻2 号、3 号

閉缶FrFキ気 k台 軍報第 17号

在■i壇擬″64ャ Z66

句子埼れ百水品″75、そ,3

+ |々十速‖|ケ256-魚 2●11`エ

び,256Z259■ 号!1干

ち 上気象'IH″ 229ャ 広235

西日本海況句報%916_琢 933

れキ速fげ169 70

昭和 48仁 F7F輛峰Ⅲ[第 1次調

査価れ調査実綱

燿千「47年 岐ギ査帖軍拝 t報

告FIげ4苦3ホ進 !〔■と

|しよ"‐ .― ス ″ 8

T々 報告完 39'

京!にfl区漁場海況祝報

]973年4月 ～ 9月

1ヒL期十/す 調有

暖|(地生て'1,上期十ンマ調杏

ゎ■■ | 九ヽ BTカ ート

枚射4固 休扉実物す'海革処分

に伴うれた■物等、モ関す る昭

和 47年 岐 手付妻合報告書

南高々区よ予ⅢrF二十ア‐ ― イ

旬 9 号

向占海lX 7kと研究所Ⅲ■ ・17常

紀■ 6;

七市綱=よ たll究所年よ報告

l l

=′| | ( (止 十 1  4 r  t F  i l t t  1 /判

1有西海工k場 毎混tF格

19734ラ″61、″66

る|,i工k百  ‐. ―ス行4

京●|【  “

市西れ区  イ

垣う「ヌ

- 3 0 -
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,ヶ
_

了

ヽ

Ⅲ汚投ズは上を|"助々対lt t

更する食tt

苫11与tL生子,ケ [2モ%38

走者規刊よ !Ⅲ十■6～11月

漁海況食|||よ ににヤは16馬

-121]

調ヽ報+48年 2月 、 3,

定高観|!表 1マト6弓―ユ11j

相模湾■ ,■海況謝■表 1培

■!17■ け |

R“1 1 1●e l  D a↓a  C a r d

卓■々 F H■4 1 9 , 2年 「|■ゥ

1 0 7 3 年F 月

漁れ況情報 ″5ャ″9

調査海|キ6月 、 9弓

H召=口46年 生=重 早・I鳥水士

試験場年報

打'■ 6年 ,■ 況れ1屯十t,手

■桔,i■1告キ

海拝観削表 71寺 12,

H=和46生 |工印歌 早 水千試

枝場手■報|―予

f打1116年 ■■1宅毎it'救 算

葉結 R Fr牛書

地先t線 調査報告 占常 31ヽ

8よ

沖台it報■合4告 4■ 1'(～

4次

ケ島冷キ■4 1■!毛とや|モ7日～

1 2■

れキ観十FJtt tと十十定1親)

″  (‖ 1合定線 )

増有 17■ 上成上観演サⅢ“1与況

村企報告

IⅢ合i線 :P全部告党 2号 ～ 5

号

ば庁J離ⅢⅢと“兄蛇,単 1!～

8号

十年1羊観削表  6月 、 7月

沿半=線 1日4亡十H告 47年 1写～
9号

降 dtlocd Data Card it i郎

|ぶ件定線村 ヽⅢh lヽ 年1■

i+|

"今 i線 寸奄報告 4  F t t l培

モ71;

Ⅲ3 ■5 ) 1 ～1 , H

Ⅲ 羊J拝Ⅲ長 ヽJ～ 11月

■た' 3 ‖Z 1 5 ‐ 1 1 9

イ,1+イHfらlf

l争|す1l ilキP,1 ヽ r/218

lRF千51 611、  1】 月

れに観■表 715～ lo月

海半岬F!長 |卜 |‐■1,十 と

や 14〕 ～7!|

|とと現■|た |1中′iR【R)

7 1 ] 、 1 ( ) | |

ス'しメイカ骨差 一市itA

';11、 ,1」

| | 1日1 6午 竺 r k i t丈瞭場手

業部缶 洋

'=1日47々 iⅢl●ムャ|lt lキ|“

☆市場 rif■ i,押合41111

:=千,4テ 千ヽ _i'ケti増イドTi

lt令1,it二々 や k!tⅢⅢ■

やは牛掛 ―小1!液、いft業■化

合'Ⅲち力|ヒ,it

嗜117■ |と,Ⅲ」|十,Fと予十1

事業持呆キ牛 斗

沿岸重要生掠1村すェれ缶 FI

ltti■!ll l!兵7Jも 121]

海と勢 1表(17根 171]―

12月

増I日16乍 L千 内原水r主

駐l‐■隷

持 ‖ 1(産拭1京■■t!り竹

■ が '

点ⅢⅢ 7TL速|は常 16■ ―店 21'テ

1,1杷1早kと 試

梅

報

部

)

!号

)7月

17

質)

予報

丘海

' ■1 〔阜

|〔| |すR

′十賀原

|  ■l叫

| | ! i t i||!i!

上!]県 (■(海 )Redtlccd Data Crd  l!,十

″ (大島分場)

″ (R丈 分ユ場)

神奈1県 よ童 .l

場

こ重県1浜与|″

フ(伊勢湾ナ

和歌J」県 ″

- 3 1
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トランスポート7月 ～12月  1国立極 也研究PFf l高極資料第 10号
～第44号

号            |       IⅢ よび 47号

小松飛行場誘導路、エアロン1 国十地jl院  I Ntti3● どl Atlas of J

女良工事設計;1卓書    |       1 19枚 ,1/2う万沿半海蚊地

東京湾翻流調査報告書付録削 |        1形 図および冷キれ蚊 士地楽41

定食料 支ひ|十第書     |       1図 9枚

首内観測網施設記査報告書 (1 地 質調査所 i C00P P roject Data

開位、風向、風速、皮浪各硯 |       I ShCet SupPigIEn↓ ary ln

削施波 |          |        l f。 コ惚 tiい

関瑚周辺rっ樹流      |「 葉技術暁中国 中工試ニ ュ
ース %4

波浪観測1台帳第 1集 ～第 3+1 王 指技1析試験所 中国工業技術 lg l千町t

第 13次 、受 14ス (資料編 | |ヒあ とよ〔学  |れ 洋調査漁業 試1技妥報第
16

を含む )南極地域観測協力実 |        1号

施報告書 東京大学   I Prelminary Report of

海 上自衛隊わ キ観召!年報 14引        |  じ 陀 :Ial m t t  m  a r」C rt i s e

年版 )         |        I  K H  7 1 - 3

向水温分布la1 4 8年1'卜 12月  東 京よと「(二 1東 京水産大学研究報告Vol

Jヒ方嘔奏常海域 て関す るt合 1        159%1,形 2

研究報告書        1        与 囀九第 3739よ 航海調

助災イtl学技4nT%2-ャ″22   1        1査 報告 書 (黒潮共
r司調査

防災千半;技 iけ結合研究報告第 |        1常 支邦れ )

圭EI再民iと長ィ碑_研|  1暑 雷登寄香f考合桜
御華

先報告第 1号 ～第 7号    1 東 京教育大学 1沿 岸観刊|IR占″ 1～托
22

国立防災科学技術センタ
ーⅢ73 東 海 (半    1海 洋観測表

要覧 二量宗iと大■ 1練 ‖裕人勢化1消査IR告

昭和 47年 度公共用水域水質 1 京者「大学  1京 都大学防災研究所要覧

測定結果について     1       11972

昭和 47年 度公共弔水 ・Hk剤定 1 高知大学   1宇 た臨海実験所研究 被告

結果有害物質のワ
ースト3玖 |        I V01 19!″ l-2

びその原因と対策     1 広 島 (■    |ム 島大学水畜産学部紀安第

むつ湾水買環境調査報告  |        112巻 第 1号

その 1そ の 2(デ ータ編 )1 長 時人■   1良 奇大学水産■部研究報告

広域水質汚濁結合調査にどヽ'|        1第 35号

る水質等試験方法 (そ ● 1)1 日 本海洋学会 十 日本た岸字公志 N/o129

昭和 47年 度線戸内海水質海 |        |%S、 4

濁結合調査デ
ータ表 (そう 1】       1昭 和 48年 度 百不わ ■■会

藤■内海よ質―う蜀結合調査 tl        ll・ l季大会議槙要旨集

昭和 48年 三分 )デ
ー タ表 (| イ /H・半海洋すい'引沿母海汗研究 ノ

ー ト第 11

その 2)底 質調査方法  1 音 B会     1巻 寝 1号

運輸省大臣官房

″第一港湾柱設

″篤二  ″

"第二   ″

″第四

防 衛  庁

科学j支十仔庁

国立防災科学技術

ン タ ー

墳 境  庁
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出 〃F 書 名 F r f 上 名

日仏海拝学会

海洋気象学会

水産海岸研究会

国本水路協会

日本測童協会

日本船舶振興会

日本戦械工業連

日本1由Hl機器開発

あ会

魚業情報サービスセ

ンター

海洋科学技術セン

ター

海洋水産資源明発

センター

海中公園 センター

日本海難防止協会

鯨類研究F/

つみ有 10な 村 1号 、穏 11

巻第 1号 、第 3号

海とセ第 49巻 草 1-2オ

合併 ■

水産海キ‖,ir、報t‐23号

Advantc in Fisheries

O ccanOgraphy

水路菊 6～第 8

■に  ヽ月ヽ1 2 月

技術え駅集報V918%Iヽ

8

海岸開発関係食料自録 48 -

3 も8

昭和14J年 生海拝機器 開発に

関するた業実態調査‐‖告洋

」峻連  毎 キ台|!イ ンナック

ス特 1集

海洋機器開発 Vb1 5%お -12

漁r'tt室報草 67～ 有101号

とつしま琢↓、花 1

欧(Ⅲ I十喝発技ri調査報告

海中作業基地に よる梅中え験
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